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推計は AIC や尤度比の値を考慮して，最適な推計結果だけを示した。各説明変数は Backward 














が 「 90ruble 」 ，
「 100ruble 」 ，















表 2 は，サンプル属性を示している。まず，性別を見ると，男性が 47.2％，女性が 52.8％を占め
た。平均年齢 40.4歳であり，30～39歳（40.2％）や 40～49歳（25.2％），20～29歳（15.3％），及
び 50～59歳（12.6％）の年齢階層が多い注 1）。学歴は，大学（47.5％）が最も多く，短大・専門が












（ 19.6 ％ ） や 公 務 員
（11.0％）が多い。平均月





アの 1 人当たり名目 GDP





























産地（水揚げ地） ①北海道 ②宮城 ③台湾
放射性物質の検査体制 ①あり ②なし
価格（1缶250g） ①90ruble ②100ruble ③110ruble ④120ruble ⑤130ruble
水準
表１　コンジョイント分析に使用した属性と水準
度数 割合 度数 割合
男性 142 47.2% 世帯員数平均・SD 3.20 1.1
女性 159 52.8% エンジニア/専門家 71 23.6%
19歳以下 7 2.3% 一般事務勤務者 59 19.6%
20～29歳 46 15.3% 公務員 33 11.0%
30～39歳 121 40.2% 自営業 31 10.3%
40～49歳 76 25.2% 年金受給者 25 8.3%
50～59歳 38 12.6% 工場勤務者 18 6.0%
60～69歳 12 4.0% 主婦/主夫 16 5.3%
70歳以上 1 0.3% 求職者 13 4.3%
平均・SD 39.4 11.1 学生 8 2.7%
中学校 0 0.0% 農家 /漁家 6 2.0%
高等学校 43 14.3% 病気療養中/休職中/産休 2 0.7%
短大・専門 73 24.3% その他 19 6.3%
大学 143 47.5% 10,000RUB以下 17 5.6%
大学院 42 14.0% 10,001-20,000RUB 54 17.9%
ハバロフスク地方 96 31.9% 20,001-30,000RUB 54 17.9%
沿海地方 87 28.9% 30,001-40,000RUB 54 17.9%
ブリヤート共和国 43 14.3% 40,001-50,000RUB 50 16.6%
ザバイカリエ地方 18 6.0% 50,001-60,001RUB 21 7.0%
アムール州 18 6.0% 60,001-70,000RUB 17 5.6%
サハリン州 12 4.0% 70,001-80,000RUB 10 3.3%
サハ共和国 11 3.7% 80,001-90,000RUB 6 2.0%
カムチャツカ地方 8 2.7% 90,001-100,000RUB 9 3.0%
ユダヤ自治州 4 1.3% 100,001-120,000RUB 5 1.7%
マガダン州 4 1.3% 140,001-160,000RUB 1 0.3%
チュクチ自治管区 0 0.0% 275,001-300,000RUB 1 0.3%
12歳以下子供いる 161 53.5% 300,001RUB以上 2 0.7%















































40.5% 32.6% 9.6% 10.0% 7.3% 3.890
122 98 29 30 22 1.246
44.5% 31.6% 7.3% 10.3% 6.3% 3.977
134 95 22 31 19 1.226
38.9% 29.6% 13.0% 13.3% 5.3% 3.834
117 89 39 40 16 1.227
43.9% 32.6% 8.3% 10.6% 4.7% 4.003
132 98 25 32 14 1.170
44.9% 31.2% 9.6% 9.3% 5.0% 4.017
135 94 29 28 15 1.170
45.5% 30.6% 10.6% 8.0% 5.3% 4.030
137 92 32 24 16 1.167
46.5% 28.6% 10.3% 9.6% 5.0% 4.020
140 86 31 29 15 1.186
43.5% 32.9% 13.0% 8.3% 2.3% 4.070



































































































































9.3% 13.0% 16.3% 20.6% 40.9%
2.292




42.9% 36.9% 10.6% 6.0% 3.7%
4.093














































47.2% 27.6% 6.6% 12.6% 6.0% 3.973
142 83 20 38 18 1.259
評価 平均
質問 標準偏差
4.0% 5.3% 15.0% 6.0% 69.8% 1.678
12 16 45 18 210 1.149
5.3% 5.6% 13.3% 6.3% 69.4% 1.711
16 17 40 19 209 1.205
評価 平均
質問 標準偏差
30.2% 33.9% 16.6% 12.3% 7.0% 3.681
91 102 50 37 21 1.221
36.5% 30.6% 13.6% 12.0% 7.3% 3.771








































































































































































































37.5% 48.2% 3.0% 10.0% 1.3% 4.106
113 145 9 30 4 0.957
評価 平均
質問 標準偏差
2.0% 11.0% 11.3% 12.6% 63.1% 1.761
6 33 34 38 190 1.144
評価 平均
質問 標準偏差
29.9% 39.2% 10.0% 8.6% 12.3% 3.658
























































15.0% 37.5% 21.9% 15.6% 10.0% 3.319
45 113 66 47 30 1.196
評価 平均
質問 標準偏差
36.9% 36.2% 10.3% 9.0% 7.6% 3.857
111 109 31 27 23 1.226
評価 平均
質問 標準偏差
44.9% 29.6% 12.6% 6.3% 6.6% 3.997











































































































































量や形、味、栄養素などの品質が一定している 0.811 0.251 0.001 ***
安定した価格での供給が可能である 0.372 0.226 0.100
高齢者や障害者による作業が可能である 0.680 0.227 0.003 ***
栽培できる野菜が葉菜類やハーブ類に限られる -0.393 0.278 0.158
野菜の値段が露地物の2～3倍ぐらいする -0.404 0.224 0.071 *
cut1 1.017 0.226 0.000
***










































































品質が高い 1.311 0.290 0.000
***
安全性が高い 0.744 0.255 0.004 ***
味が良い 0.443 0.270 0.102
日本のイメージが良い 0.548 0.292 0.060 *
鮮度がよい -0.572 0.282 0.042 **
日本製は信頼できる 1.136 0.251 0.000
***
日本の農水産物になじみがない -0.693 0.288 0.016
**
日本の放射性物質の基準・検査が信用できない -0.872 0.309 0.005 ***
国産（ロシア産）を買いたい -1.321 0.277 0.000 ***
cut1 0.028 0.282 0.920


















宮城産 -0.076 0.927 0.601
北海道産 0.569 1.766 0.000 ***
放射性物質検査あり 0.830 2.292 0.000 ***
小売価格（1缶250g） -0.095 0.909 0.012 **
宮城産×ハバロフスク -0.071 0.931 0.655
北海道産×ハバロフスク -0.247 0.781 0.072 *
放射性物質検査あり×ハバロフスク 0.082 1.086 0.580
宮城産×教育水準(高) 0.301 1.351 0.053 *
北海道産×教育水準(高) 0.335 1.397 0.012
**
放射性物質検査あり×教育水準(高) 0.127 1.136 0.378
宮城産×所得水準(高) 0.303 1.354 0.090
*
北海道産×所得水準(高) 0.259 1.296 0.087
*
放射性物質検査あり×所得水準(高) 0.237 1.267 0.159






























































宮城産 -0.791 -5.703 3.577
北海道産 5.956 2.412 24.893
放射性物質検査あり 8.688 4.056 35.121
宮城産×ハバロフスク -0.749 -6.753 3.598
北海道産×ハバロフスク -2.589 -11.474 0.410
放射性物質検査あり×ハバロフスク 0.864 -3.180 6.588
宮城産×教育水準(高) 3.148 -0.173 13.803
北海道産×教育水準(高) 3.504 0.619 14.293
放射性物質検査あり×教育水準(高) 1.332 -2.150 7.643
宮城産×所得水準(高) 3.178 -0.622 14.557
北海道産×所得水準(高) 2.716 -0.470 11.827































注 1）ロシアの平均年齢は 38.73歳（2015年国連），15歳未満人口比率は 17.61％，15歳-64歳人口
比率が 68.22％，65 歳以上人口比率が 14.18％であった。本稿のサンプルには 19 歳未満の回答者
がいない分，平均年齢は若干高い。 
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